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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第２学年　　学級活動

	２　ねらい
	・友達との話合いを通じて、自分の長所、性格を知り、「適性」の観点から職業を考えることができる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・人は、自分の好きな仕事をして、自己実現を図りたいと願っている。しかし、いざ仕事を始めてみると職場での人間関係を理由に、仕事本来の目的を見失うことも少なくない。学級での人間関係づくりは、級友同士の相互理解や相互受容が欠かせない。また、自分自身のことを、級友はどう思っているのか気になるころでもある。級友からの助言を手だてに取り入れることで、新たな自分を知るとともに多面的な自己理解が促されていくものと考える。
・本実践は、性格を肯定的に表した言葉から自分を振り返り、新たな自分を発見することに重点を置いている。生徒の自己理解や、他者との関係を実感していくというキャリア教育の視点から、意義ある活動である。


	主な学習活動
	時数

	・自分と個性について考える。
	１

	· 「自分を知ろう」
(1) 自分の長所、性格を知り、「適性」の観点から職業を考えることができる。
(2) キャリア教育としての目標

「自己理解・自己管理能力」

＜他者と自己の違いの理解、自己の動機付け＞
	１





自分を知ろう
１　学年、教科・領域　　　中学校第２学年　　学級活動
２　本時の目標
（1） 自分の長所、性格を知り、「適性」の観点から職業を考えることができる。
（２）「自己理解・自己管理能力」＜他者と自己の違いの理解、自己の動機付け＞
３　準備
　○　自己理解チェックシート１・２、振り返りシート
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　自分を知るための方法を知る。
　・自己理解チェックシート１を使い、友達と話し合う。


	○友達に判断してもらうことを互いに理解し、チェックしながらなぜそう思ったかを話すようにさせる。

	２　グループで話し合う。
(1)　友達の発表を聞き、自己理解チェックシート１に記入する。 

　・Ａは、「人と接するのが好き」と思う。必ず自分から、友達に声を掛けているから。
　・Ｂは、「ねばり強い」と思う。部活の練習で、力を抜かないから。
(2)　自己理解チェックシート２に記入する。
３　自己理解チェックシート１・２から本時を振り返る。
・ものを作ることが好きで、友達からも機械を扱うのが得意と言われ、もっと頑張ってみたいと思う。
・人の気持ちを理解できると言われ、人を教える職業に就くのもいいと思った。
	○自己理解チェックシート１を使い友達の長所とその理由について伝えさせる。
○友達の意見を聞くことで、自分の新たなよさに気付かせる。
○職種の興味チェックを行わせ、職種の適性を診断する。
◎振り返りシートに書き、発表させることで、今の自分を明らかにし、適性の観点から職業を考えさせる。
☆今の自分を理解し、希望実現のための努力を重ねる態度が養われたか振り返りシートや発表内容から判断する。


	４　教師の話を聞く。
	○よいところを大切にして、可能性を広げていく視点で話を締める。
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「自分を知ろう」





単元名





本実践





＜道徳＞


１-(5)


自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充実した生き方を追求する





＜当番活動＞


・掃除当番


・給食当番


＜委員会活動＞








職場体験へ向けて





＜総合的な学習の時間＞


職場体験レベルアップ大作戦！





自分のよさを見つめよう








